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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 
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○ 朝鮮全土を歩いた日本人 
　 　農学者・高橋昇の生涯 
　　　　　  　 河田　宏  著 
 
　私の書棚に、贈呈高橋甲四
郎、平成15年９月18日と扉
に貼付の一冊『朝鮮半島の
犂・高橋昇著』という大冊が
ある。河田さんの著とおなじ
日本評論社からの刊行、定価
6600 円。この本を拝掌した
とき、朝鮮全土の農民が使用
した犂が地域それぞれにかく

もバラエティに富んでいたものか、またそれをよくぞこ
まめに実態調査されたものだと感銘した。 
　この農学者高橋昇の評伝を、このたび、河田宏氏が筑
後八女矢部川のほとり上妻津ノ江生まれの幼少時から敗
戦朝鮮よりの引揚げ、1946年55歳での死去、その後の
遺稿出版に至るまでの生涯をまとめられた。日本は朝鮮
の農業を古くさく遅れたものと見て、日本の方式を押し
つけようとした。それに反対、朝鮮全土を踏破、実態を
調査し、朝鮮のきびしい風土に即応した驚くべき農法が
あることを実証した農学者高橋昇の風貌が鮮明に描きだ
されている。この本のカバーに、質朴な学者のありし日
をしのばせる写真、裏にカヤの束を背負う朝鮮のいとけ
なき少女姉妹の写真がある。この日本の農学者が如何に
ヒューマンな思いで朝鮮全土に生きる農民に対応された
か、察知され新たな感慨が呼びおこされる評伝である。 

（椎窓  猛） 

　３月４日新聞の訃報よりも一足早く同級の松尾文郎さ
んより松永伍一死去の電話を受けた。夫人を失ない大変
だろうとは思いやってはいたが突然の報にはびっくりし
た。彼の著に「幻を買った少年たち」というエッセーが
あって、旧制八女中学から作家、詩人がいかに多く輩出
しているかを紹介しているが、彼は私よりも一級後輩で、
このクラスは実に芸術家として名をなした者、詩人川崎
洋、画家小田和典、樋口善造などと多彩である。 

　私は彼とのつきあいは少なからず思いうかぶことは多 
い。三潴の平野、農の生いたちを原点に、農民賛歌を明
暗こもごもに描きつづけた詩人で、若い年代の頃には剛
直な硬質の文体で練りあげていたが、６０歳を過ぎた齢
のころになると、ずいぶんとおだやかになり、親しみや
すい文体に変化した。１９９３年刊行の随筆集「花明り
の路」などはことに温和な文章の読み物となった。 

（椎窓猛） 

○ 歌集　藤（第２集）　　　　　　　黒木短歌会 
 
　序に歌人近藤雅美氏 
「何と分りにくい短歌が世に満ちあふれている昨今であ
るが、また言葉を飾ったり、人に阿ることを知らない黒
木の仲間たちの素朴、大胆、奔放な、それでいて真実、
心のこもった作品は捨て難い。」 
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○ 井手運送50年記念誌 
（2007.6月発行）　 

　運送会社のユニークな記
念誌。50ページ余のこの一
冊に、福岡県南運送史の創
始期を読みとることができ
る。創始者井手久男は明治
39年、九人兄弟の三男とし
て、農家に出生。久男は馬
を引いての米商ないから、
アメリカ製のトラック・ダ
イヤモンドを購入、「これ
から物資輸送の時代が来る」
と、時代を予見。昭和９年、
井手運送店開業。電話も昭
和14年引いた。小郡・味坂
局３番。これで幅広く商売
ができた。戦時中は韓国人
を雇ったが差別することな
く自宅に住ませ、手厚く母
がもてなした。久男は常に
「仕事は電光石火。信頼さ
れる仕事が一番」というの
が口ぐせであった。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan
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○歌集　日々のかたち 
内藤　賢司 

  ○  「あとがき」からの引用（部分） 
　● 歌集『日々のかたち』は、私の第三番
目の歌集である。 
　第一歌集『春風のように』は私の三
十歳代までの、第二歌集『雲を見る』
は私の四十歳代の、そのときどきの生
のかたちをまとめたものであった。こ
の歌集もまた、私の五十歳代のそのと
きどきの生のかたちをまとめたもので
ある。４１２首収めた。 

　● 歌集名を『日々のかたち』とした。自分の生の物語は自分で作ってい
きたい。一回きりの自分の生をくきやかなものにしていきたい－そういう
思いで、私は、日々の生活の中で生のかたどりをしてきたように思う。日々
の生活の中での生のかたどり‥‥‥、『日々のかたち』とする所以である。 
  ○  歌集を上梓して 
　大学の卒論で、私は石川啄木を取り上げました。その啄木に「一利己主
義者と友人との対話」というエッセイがあります。啄木はそこに次のよう
に書き付けています。「一生に二度と帰ってこないいのちの一秒だ。おれ
はその一秒がいとしい。たゞ逃がしてやりたくない。それを現すには、形
が小さくて、手間暇のいらない歌が一番便利なのだ。‥‥‥おれはいのち
を愛するから歌を作る。‥‥‥。」 
　私はこの部分がとても気に入っています。私がこの歌集のタイトルを『日々
のかたち』と名付けるときも、啄木のこの言葉が心の中に響いていたのか
もしれません。私もまた、日々の私の生を大切にしたいと願っています。
私自身の生のかたちを刻んでいきたいと思っています。それには、短歌形
式が最もいいのです。短歌とは、日々のいのちを象ってくれる器なのです。 
　今度の歌集には、父の死、そして父のその前後のことを「挽歌」として
１００首近く収めています。父の死は、私の五十歳代における最も大きな出
来事でした。父とは何か、父の像を求めていく課題を私に与えてくれました。 
　これから更に自在なそしておもしろい歌を作っていけたらいいな、と思
っております。よろしかったら、ご一読ください。（京都・青磁社刊） 


